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建築物の解体からリサイクルまでの仕組みづくり 政府開発援助は途上国の役に立っているのか

築物を解体すると、大量

の廃棄物が発生します。

戸建住宅でも約100t、大規模な

ものだと数万～数十万 tに達しま

す。まずこうしたゴミが発生しない

ように長く建築物を使うということ

が重要ですが、それにしても何ら

かの理由で壊してしまうことを止

めることはできません。そこで解

体後の廃棄物を適切に処理、あ

るいはリサイクルする仕組みを構

築することが重要な課題となって

きます。

　2002年には建設リサイクル法

が施行され、建築物の解体の届

け出やコンクリート・木材などのリ

サイクルが義務づけられました。

その結果、コンクリートは９割以

上、木材で６～７割のリサイクル

が実現しているといわれています。

しかし、ガラス、石膏ボードなど、

まだまだリサイクルされていないも

のがたくさんあります。これらのリ

サイクル率を少しでも向上させる

努力が、大量に廃棄物を発生さ

せる建築分野で取り組まなけれ

会科学において、因果関

係を定量的に測定するこ

とはなかなか大変です。その最大

の理由は、社会科学では実験が

難しいことにあります。例えば、政

府開発援助が途上国の経済成長

（1人当たりGDPの成長率）に及

ぼす効果を計測したいのであれ

ば、ランダムに開発援助を供与す

る国を選び、援助の受給国と非

受給国との5年後、10 年後の

GDP成長率を比較するといった

実験が考えられますが、現実には

そのような社会実験はとうてい不

可能です。むろん、実験経済学、

神経経済学をはじめとする一部

の社会科学の分野では実験が行

われていますし、開発援助の分

野でも、小規模の貧困削減プロ

グラムにおいて参加者をランダム

に選択して効果を計測する試み

がされています。しかし、これらは

まだまだ例外です。

　実験が行えない場合には、因

果関係の計測は困難です。例え

ば、開発援助による途上国労働

者への技術研修プログラムの効

ばならない課題となっています。

　こうしたリサイクルを実現するた

めには、まず解体現場でどのよう

な実態となっているのか、リサイク

ルのための工夫が可能かなどを

調べなければなりません。そこで

私の研究室では、様 な々建築物

の解体現場の調査を行っていま

す。現代の木造戸建住宅、伝統

的木造住宅、プレハブ住宅、鉄

骨造集合住宅、超高層オフィスビ

ルなどで、かかる人手と廃棄物の

量と種類などを調査してきました。

小規模な解体現場では分別して

もストックの場所が無いことや、

1980 年代までの鉄骨造のオフィ

スビルでは吹付けアスベスト除去

が解体工事にかかる人数と時間

の半分以上を占めることなどを、

実態調査から示してきました。ま

た日本より長く建築物を使用する

EUでも、解体現場の調査を行

っています。寿命が長くなると使

用されている材料の組成も分か

らなくなるため、有害物質は含ま

れないのか、リサイクルできるの

果について考えてみましょう。プロ

グラム終了後に、参加者の技術

レベルが非参加者と比べて上昇

しているとしましょう（図1の青線

と赤線）。しかし、この事実だけ

からは、プログラムによって技術

が上昇したのかはわかりません。

もし、プログラムへの参加者を決

める過程において、潜在的に能力

の高い者だけが選ばれているの

であれば、プログラムの参加と技

術レベルの相関関係は、むしろ逆

の因果関係を表している可能性

があります。

　計量経済学は、このような非

実験的な状況の中で因果関係を

測定する手法を発展させてきまし

た。プログラム評価の分野で近

か、といったことを全ての部位や

材料について詳細に調べる必要

が生じてきます。建築物の現状を

記録することの重要性が理解で

きるとともに、長寿命化によってこ

うした有害物質のリスクが高まる

こともわかってきました。

　解体現場の実態を把握した上

で、リサイクルの仕組みの構築に

も関わっています。コンクリートや

木材の次にリサイクルに取り組む

べきといわれているのが、ガラス、

石膏ボード、塩化ビニルなどです。

これらについても、先進的事例を

調査しています。例えばガラスに

ついての先進的な取り組みとして、

オランダでは新規に設置する複

層ガラスから平米あたり0.5ユー

ロのお金を徴収し、全ての解体、

改修の現場からのガラスを回収し

てリサイクルにまわすという仕組み

を構築しています。私が関わって

いるプロジェクトとしては、ドイツ

を参考に、北海道で塩ビサッシ

のリサイクルシステムの構築をす

すめていますが、昨年より試行段

年発達しているのがマッチングと

いう手法です。この手法では、参

加者と非参加者の性質を表す

様 な々指標を総合的に評価し、1

人1人の参加者に対して性質の

似た非参加者をマッチさせます。

そうすると、参加者グループとマッ

チさせた非参加者グループとはあ

たかもランダムにより分けたような

状況となり、2つのグループのアウ

トカムを比較することでプログラム

の効果を測ることができるという

わけです（図1の青線と紫線）。

　私はこの手法を利用して、イン

ドネシアの鋳造産業における日本

の技術援助プロジェクトの効果を

測定しました。独自の企業サーベ

イによるデータによって、プロジェク

階としてスタートしました。

　このように、解体からリサイクル

までの仕組みがうまくいっていな

いところを何とか動かせるように

努力することで、よりよい資源循

環型社会が実現するだけでなく、

新たな産業が創出できると考えて

います。

トに参加することによって確かにイ

ンドネシア企業は不良品率を下げ

ている、つまり技術レベルを上げ

ていることが実証されました。また、

プロジェクトの参加による不良品

率の減少幅は平均的な減少分の

6年分に達しており、数量的にも

大きな効果でした。反面、このプ

ロジェクトによって技術研修を受

けたインドネシア政府機関の技術

者による研修プログラムには効果

は見いだされず、今後の課題を浮

き彫りにしました。

　各国の開発援助機関や国際機

関は、このような開発援助の定量

的な分析に高い関心を持ち、実

験やマッチングなどの手法によって

インパクト評価を実施しています。

日本の援助機関である国際協力

機構（JICA）も例外ではなく、私

自身もいくつかのプロジェクト評価

に関わっています。今後、科学的

な手法によって開発援助の効果

分析が進み、途上国の人 に々とっ

てより有益な援助プロジェクトが

実施されることが期待されます。

超高層オフィスビルの解体現場

ミュンヘンの解体現場で事前調査のた
めに床のサンプルを採取する様子

オランダの解体現場でのガラスの回収ボックス

http://www.k.u-tokyo.ac.jp/pros/person/tsuyoshi_seike/tsuyoshi_seike.htm http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/yastodo/
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図1：プログラムの効果の計測 日本の技術援助の現場

インドネシア鋳造企業にて




